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土庄町社協だより「にじ」の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。
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日常生活自立支援事業
小豆島ライオンズクラブ
役員紹介

3

予算・決算 4

賛助会員加入のお願い
本年も社会福祉協議会の主旨に
ご賛同賜り、社会福祉の充実を
願って、賛助会員の募集をいた
しております。民間社会福祉事
業をご理解いただきまして、お
互いの幸せのためにお力添えを
賜りたいと思います。

　小さな集会所に和気あいあいと笑顔と話し声が響きます。小海のえびすサロンは、小海恵比
須講（となり組の名称）にお住まいで 60 歳以上であれば誰が来られても構いません。現在は
女性ばかりで14名、下が61歳、上が88歳。男性も大歓迎です。
　えびすサロンは平成 26 年２月に始めました。まだ始まって半年足らずですが、毎回がお楽
しみ。よもぎ団子やかしわ餅を作ったり、お寿司を持ってお花見に行ったり、DVD 鑑賞や歌
を歌ったりもします。お世話係は当番制で、会場の鍵を開けて、お茶を沸かすなどの準備をし
ます。この日はみんなでかしわ餅を作って食べました。かしわ餅だけでも十分なおやつですが、
チーズケーキや冷たいムース、ところてんなども持ち寄って、どれから食べようか迷うほど。
これもすべて手作りだというから驚きです。みんなで他愛もない話をしながらのおやつタイム
は何よりの楽しみです。
　『同じ処に住み、毎日顔を合わせる仲間で楽しいグループをつくり「希望」を共有して明日
からの余生の生きがいとしたい。』をテーマに毎回楽しんでいます。

毎月20日　13:30～15:30　小海恵比須講（北浦児童館前　小海集会所）　１月 200円

　毎月15日、土庄分会では定例会を開催しています。
６月は小豆警察署生活安全課による『振り込め詐欺防
止啓発の寸劇』　本物の役者さんかと思うくらいの演
技で、おもしろおかしく、振り込め詐欺の手口を教え
てくれました。定例会には、自治会長、民生委員など、
分会の役員が参加します。定例会で学んだことを地域
の皆様にもお伝えして、地域のみんなで支え合える土
庄地区にしていけたらと思います。

表紙の紹介こんな手口に気をつけてこんな手口に気をつけて

えびすサロン



（3） 26. 9. 1 （2）26. 9. 1土庄町社協だより 土庄町社協だより

連
携
と
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　地
域
福
祉

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長

中
村
利
夫

　
田
川
会
長
の
後
任
と
し
て
、
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
過
な

く
務
め
ら
れ
た
の
は
皆
様
方
の
ご
支

援
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
社
協
は
新
役
員
で
出

発
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
24
年
に
施
行
し
た
社
協
の
定

款
は
「
社
会
福
祉
を
目
指
す
事
業
の

健
全
な
発
達
や
活
動
の
活
性
化
に
よ

り
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
」
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
社
協
を

取
り
巻
く
諸
環
境
は
大
き
く
変
容
し

て
き
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
社
会

や
家
庭
機
能
の
変
容
、
経
済
・
雇
用

情
勢
の
変
化
に
よ
る
雇
用
の
多
様
化

な
ど
に
伴
い
社
会
的
孤
立
や
経
済
的

困
窮
状
態
に
あ
る
人
の
増
加
な
ど
地

域
の
新
た
な
生
活
課
題
や
福
祉
課
題

へ
の
対
応
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
福
祉
が
社
会

福
祉
の
主
流
と
な
り
、
そ
れ
を
推
進

す
る
組
織
が
増
え
る
中
、
本
来
社
協

が
地
域
福
祉
の
中
核
的
推
進
主
体
と

し
て
機
能
す
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
町
社
協
に
お
い
て
も
、
年
度
当
初

の
方
針
の
中
に
、多
職
種
と
の
連
携
・

協
働
を
強
め
地
域
福
祉
の
一
層
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
制
度

内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
中
心

と
な
り
、
限
ら
れ
た
予
算
や
事
務
局

の
人
数
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
具
体

的
な
活
動
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
県
社
協
は
県
内
の
市
町
社
協
を
集

結
し
、
連
携
・
協
働
し
て
あ
ら
ゆ
る

生
活
課
題
や
福
祉
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
組
織
を
上
げ
て
取
り
組
み
、

社
協
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
町
社
協
に
お
い
て
も
、
色
々
な
制

約
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
福

祉
活
動
で
蓄
積
し
て
き
た
知
識
と
技

能
を
活
用
し
、
他
の
福
祉
団
体
や
多

職
種
と
の
連
携
・
協
働
を
図
り
、
地

域
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
具
体
的
な

方
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
し

ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

土
庄
町
福
祉
課

課
　
長

川
田
順
也

　
こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
で
福

祉
課
長
に
、
ま
た
土
庄
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

土
庄
町
の
平
成
26
年
４
月
に
お
け
る

65
才
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
35
・
８

パ
ー
セ
ン
ト
で
３
人
の
内
１
人
以
上

が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
土
庄
町
で
は
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
や
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
支
え
合
い
、
助
け

合
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
に

よ
り
、
す
べ
て
の
町
民
の
生
命
が
守

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
、

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え

る
町
と
な
る
よ
う
、
行
政
、
住
民
、

地
域
、
団
体
、
保
健
・
医
療
機
関
等

が
連
携
し
て
「
安
ら
ぎ
あ
る
く
ら
し
」

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

久
保
博
史

　
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人
　

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
社
会
や
経
済
状
況
が
大
き

く
変
化
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
構
造
の
変
化
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
数
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
生
活

の
安
定
を
担
う
社
会
福
祉
へ
の
大
き

な
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
人
々
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
住
民
や
福
祉
関

係
者
が
お
互
い
に
協
力
し
て
身
近
な

福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
は
か
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
社
協
は
今
日
ま
で
多
く
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様

方
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
社
協
の
活
動
を
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
26
年
６
月
13
日
小
豆
島
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
向
井
功
一
会

長
）
よ
り
、
土
庄
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
て
車
い
す（
介
助
用
）

を
３
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
か
ら
今
ま
で
に
、
車

い
す
を
は
じ
め
、シ
ル
バ
ー
ホ
ン
、

自
動
血
圧
計
な
ど
数
多
く
の
介
護

用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
幅
広
く

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
車
い
す
は
介
助
を
必
要
と
す
る

人
が
外
出
、通
院
等
を
す
る
と
き
、

ま
た
町
民
の
方
に
短
期
間
（
１
カ

月
以
内
）
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

車
い
す（
介
助
型
）を
受
贈

【
土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】

理

　事

会
　
長
（
北
浦
分
会
）
中
村

　利
夫

社
会
福
祉
施
設
代
表

池
本

　幹
男

松
本

　
　幸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
代
表

三
枝 

美
智
子

小
・
中
学
校
代
表
◎
赤
谷

　
　忠

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
代
表
◎
平
田

　秀
喜

社
会
奉
仕
団
体
代
表
◎
田
甫

　
　勇

【
地
区
分
会
選
出
評
議
員
】

【
団
体
選
出
評
議
員
】

土
庄

濱
口
幹
雄

土
庄
◎
松
下
龍
雄

土
庄

植
田
正
義

土
庄

堀
川
宏
一

土
庄
◎
那
須
啓
二

土
庄

藤
本

　徹

土
庄
◎
谷

　忠
敏

土
庄

木
香
敬
吾

渕
崎

山
口
武
彦

渕
崎

田
渕
照
寛

渕
崎

西
岡
宏
子

渕
崎

吉
岡

　巖

渕
崎
◎
浜
岡
成
俊

大
鐸
◎
三
木
康
司

大
鐸

太
田
貴
久

北
浦

藤
本
正
則

北
浦

葛
西
壽
美
子

北
浦
◎
藤
原
邦
枝

大
部

橋
本
勝
成

大
部

坂
口
哲
士

大
部
◎
杉
本
正
則

四
海

木
下
孝
司

四
海
◎
川
本
充
幸

四
海

高
橋

　弥

豊
島

三
宅
忠
治

豊
島

西
口
清
次

豊
島

向
谷
由
美

副
会
長
（
四
海
分
会
）
森
川

　
　卓

顧

　問

県
議
会
議
員

谷
久

　浩
一

土
　
庄
　
町
　
長
◎
三
枝

　邦
彦

監

　事

学
識
経
験
者

塩
本
弥
壽
子

町
生
涯
学
習
課
長
◎
椎
木

　
　孝

副
会
長
（
町
議
会
）
濵
中

　幸
三

土
庄
分
会
長

松
本

　紀
男

渕
崎
分
会
長

仲
邑

　憲
彰

大
鐸
分
会
長

山
本

　秀
樹

大
部
分
会
長

坂
口

　則
雄

豊
島
分
会
長

山
本

　彰
治

町
民
児
協
会
長

余
島

　邦
昭

町
福
祉
課
長
◎
川
田

　順
也

町
老
連
副
会
長

今
上

　皓
司

自
治
会
連
絡
協
議
会
副
会
長

井
上

　正
清

町
身
障
福
祉
会
長

川
井

　孝
夫

町
婦
人
会
長

濵
野

　祥
代

社
会
福
祉
施
設
代
表
◎
大
森

　慎
一

学
識
経
験
者

笠
井 

美
惠
子

任
期

自
　
平
成
26
年
５
月
24
日

至
　
平
成
28
年
５
月
23
日

※

◎
は
新
役
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

日常生活自立支援事業
にち じょう せい かつ じ りつ し えん じ ぎょう

自分の判断能力が不安で福祉サービスの利用の仕方や下記のような不安がある方はご相談下さい。

●お金の使い方がわからない

●ひとりで銀行へ行けない

●通帳や印鑑をなくしてしまう

●書類の意味がわからない

【ご相談・お問い合わせ】土庄町社会福祉協議会　☎62ー 5122〈担当〉田中

〃
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一
層
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
制
度

内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
中
心

と
な
り
、
限
ら
れ
た
予
算
や
事
務
局

の
人
数
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
具
体

的
な
活
動
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
県
社
協
は
県
内
の
市
町
社
協
を
集

結
し
、
連
携
・
協
働
し
て
あ
ら
ゆ
る

生
活
課
題
や
福
祉
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
組
織
を
上
げ
て
取
り
組
み
、

社
協
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
町
社
協
に
お
い
て
も
、
色
々
な
制

約
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
福

祉
活
動
で
蓄
積
し
て
き
た
知
識
と
技

能
を
活
用
し
、
他
の
福
祉
団
体
や
多

職
種
と
の
連
携
・
協
働
を
図
り
、
地

域
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
具
体
的
な

方
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
し

ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

土
庄
町
福
祉
課

課
　
長

川
田
順
也

　
こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
で
福

祉
課
長
に
、
ま
た
土
庄
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

土
庄
町
の
平
成
26
年
４
月
に
お
け
る

65
才
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
35
・
８

パ
ー
セ
ン
ト
で
３
人
の
内
１
人
以
上

が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
土
庄
町
で
は
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
や
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
支
え
合
い
、
助
け

合
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
に

よ
り
、
す
べ
て
の
町
民
の
生
命
が
守

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
、

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え

る
町
と
な
る
よ
う
、
行
政
、
住
民
、

地
域
、
団
体
、
保
健
・
医
療
機
関
等

が
連
携
し
て
「
安
ら
ぎ
あ
る
く
ら
し
」

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

久
保
博
史

　
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人
　

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
社
会
や
経
済
状
況
が
大
き

く
変
化
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
構
造
の
変
化
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
数
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
生
活

の
安
定
を
担
う
社
会
福
祉
へ
の
大
き

な
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
人
々
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
住
民
や
福
祉
関

係
者
が
お
互
い
に
協
力
し
て
身
近
な

福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
は
か
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
社
協
は
今
日
ま
で
多
く
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様

方
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
社
協
の
活
動
を
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
26
年
６
月
13
日
小
豆
島
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
向
井
功
一
会

長
）
よ
り
、
土
庄
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
て
車
い
す（
介
助
用
）

を
３
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
か
ら
今
ま
で
に
、
車

い
す
を
は
じ
め
、シ
ル
バ
ー
ホ
ン
、

自
動
血
圧
計
な
ど
数
多
く
の
介
護

用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
幅
広
く

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
車
い
す
は
介
助
を
必
要
と
す
る

人
が
外
出
、通
院
等
を
す
る
と
き
、

ま
た
町
民
の
方
に
短
期
間
（
１
カ

月
以
内
）
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

車
い
す（
介
助
型
）を
受
贈

【
土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】

理

　事

会
　
長
（
北
浦
分
会
）
中
村

　利
夫

社
会
福
祉
施
設
代
表

池
本

　幹
男

松
本

　
　幸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
代
表

三
枝 

美
智
子

小
・
中
学
校
代
表
◎
赤
谷

　
　忠

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
代
表
◎
平
田

　秀
喜

社
会
奉
仕
団
体
代
表
◎
田
甫

　
　勇

【
地
区
分
会
選
出
評
議
員
】

【
団
体
選
出
評
議
員
】

土
庄

濱
口
幹
雄

土
庄
◎
松
下
龍
雄

土
庄

植
田
正
義

土
庄

堀
川
宏
一

土
庄
◎
那
須
啓
二

土
庄

藤
本

　徹

土
庄
◎
谷

　忠
敏

土
庄

木
香
敬
吾

渕
崎

山
口
武
彦

渕
崎

田
渕
照
寛

渕
崎

西
岡
宏
子

渕
崎

吉
岡

　巖

渕
崎
◎
浜
岡
成
俊

大
鐸
◎
三
木
康
司

大
鐸

太
田
貴
久

北
浦

藤
本
正
則

北
浦

葛
西
壽
美
子

北
浦
◎
藤
原
邦
枝

大
部

橋
本
勝
成

大
部

坂
口
哲
士

大
部
◎
杉
本
正
則

四
海

木
下
孝
司

四
海
◎
川
本
充
幸

四
海

高
橋

　弥

豊
島

三
宅
忠
治

豊
島

西
口
清
次

豊
島

向
谷
由
美

副
会
長
（
四
海
分
会
）
森
川

　
　卓

顧

　問

県
議
会
議
員

谷
久

　浩
一

土
　
庄
　
町
　
長
◎
三
枝

　邦
彦

監

　事

学
識
経
験
者

塩
本
弥
壽
子

町
生
涯
学
習
課
長
◎
椎
木

　
　孝

副
会
長
（
町
議
会
）
濵
中

　幸
三

土
庄
分
会
長

松
本

　紀
男

渕
崎
分
会
長

仲
邑

　憲
彰

大
鐸
分
会
長

山
本

　秀
樹

大
部
分
会
長

坂
口

　則
雄

豊
島
分
会
長

山
本

　彰
治

町
民
児
協
会
長

余
島

　邦
昭

町
福
祉
課
長
◎
川
田

　順
也

町
老
連
副
会
長

今
上

　皓
司

自
治
会
連
絡
協
議
会
副
会
長

井
上

　正
清

町
身
障
福
祉
会
長

川
井

　孝
夫

町
婦
人
会
長

濵
野

　祥
代

社
会
福
祉
施
設
代
表
◎
大
森

　慎
一

学
識
経
験
者

笠
井 

美
惠
子

任
期

自
　
平
成
26
年
５
月
24
日

至
　
平
成
28
年
５
月
23
日

※
◎
は
新
役
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

日常生活自立支援事業
にち じょう せい かつ じ りつ し えん じ ぎょう

自分の判断能力が不安で福祉サービスの利用の仕方や下記のような不安がある方はご相談下さい。

●お金の使い方がわからない

●ひとりで銀行へ行けない

●通帳や印鑑をなくしてしまう

●書類の意味がわからない

【ご相談・お問い合わせ】土庄町社会福祉協議会　☎62ー 5122〈担当〉田中

〃
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６
月
19
日
、
土
庄
中
学
校
１
年
生

１
０
０
人
が
、
福
祉
の
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
車
い
す
体
験
で
は
、
共
同
募
金
や

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
車
い
す
を
使
い
、
２
人

１
組
に
な
っ
て
乗
る
側
、
押
す
側
の

両
方
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

自
走
式
の
車
い
す
に
乗
り
、
緩
や
か

な
坂
道
を
上
っ
た
り
、
車
い
す
に
乗

っ
た
人
を
３
人
が
か
り
で
段
を
上
げ

る
体
験
も
し
ま
し
た
。

「
思
っ
た
以
上
に
坂
道
を
上
る
の
に

力
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り

し
た
。」

「
乗
っ
た
時
に
急
に
止
め
ら
れ
た
の

で
、
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と

ゆ
っ
く
り
止
ま
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。」

な
ど
率
直
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
が
体
験
す
る
こ
と
で
、

体
の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
が
分
か

り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
学
習
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
７
月
９
日
と
11
日
土
庄
高
校
２
年

生
20
人
が
、
車
い
す
の
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
２
人
１
組
で
車
い
す
に
乗
り
、
福

祉
会
館
の
ス
ロ
ー
プ
を
逆
向
き
に
下

り
て
、
車
に
気
を
つ
け
な
が
ら
進
み

ま
す
。
途
中
の
段
差
や
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
（
溝
蓋
）
に
車
輪
が
は
ま
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
乗
っ
て

い
る
人
に
も
気
を
配
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

「
乗
っ
た
瞬
間
怖
か
っ
た
。」

「
介
助
者
を
信
じ
て
乗
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。」

な
ど
率
直
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
け
れ
ば
少
し
の
段
差
を
越
え

る
の
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
乗
っ
て
い
る

人
を
不
安
に
さ
せ
ま
す
。
車
い
す
に

乗
る
方
も
介
助
す
る
方
も
自
分
が
体

験
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち
が

よ
く
分
か
り
、
良
い
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
体
験
を
今
後
に
生
か
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
会
場
と
な
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
草
抜
き
を
子
ど
も
会
、
各
自

治
会
の
皆
さ
ん
約
１
３
０
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
７
月
26
日
、
夏
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
社
協
大
部
分

会
は
共
催
）。
焼
そ
ば
、
ヤ
キ
ト
リ
、

か
き
氷
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の

夜
店
も
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
場
者
は

昨
年
度
よ
り
多
い
６
２
０
名
で
し

た
。 土庄町社協はこんな事業をしていきます

（平成 26年度予算）
予算総額

サービス区分間繰入金
3,685 千円含む

法人運営
15,190千円

企画・広報
事業
182千円

心配ごと
相談事業
111千円

共同募金
配分金事業
1,382千円

福祉サービス
利用援助事業
4,354千円

シルバー人材
センター事業
3,981千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

チャリティー
事業
831千円

ふれあい
サービス事業
1,799千円

福祉推進
支援事業
1,129千円

ボランティア
活動事業
262千円

29,371千円

一　般　会　計
（単位：円）

会計単位及び経理区分名 収入決算額 支出決算額 次期繰越額
法　人　運　営
企画・広報事業
心配ごと相談事業
福祉推進支援事業
ボランティア活動事業
共同募金配分金事業
福祉サービス利用援助事業
シルバー人材センター事業
生活福祉資金貸付事業
チャリティー事業
ふれあいサービス事業
一　般　会　計

15 , 4 0 5 , 8 9 7
2 3 7 , 1 9 4
1 1 0 , 9 8 5
7 2 9 , 8 0 2
5 2 2 , 5 8 8
1 , 2 2 6 , 1 4 8
4 , 1 6 7 , 5 3 9
3 , 9 1 6 , 0 4 6
1 5 2 , 1 6 0
9 0 2 , 9 4 4
2 , 2 6 7 , 0 1 5
2 9 , 6 3 8 , 3 1 8

1 4 , 2 6 6 , 8 2 4
2 1 5 , 1 4 8
6 5 , 0 4 0
3 9 5 , 2 0 7
3 6 0 , 8 6 0
1 , 2 2 6 , 1 4 8
3 , 7 1 9 , 9 8 2
3 , 4 6 3 , 8 2 1
1 5 2 , 1 6 0
2 7 2 , 1 4 5
1 , 8 8 6 , 8 8 5
2 6 , 0 2 4 , 2 2 0

1 , 1 3 9 , 0 7 3
2 2 , 0 4 6
4 5 , 9 4 5
3 3 4 , 5 9 5
1 6 1 , 7 2 8

0
4 4 7 , 5 5 7
4 5 2 , 2 2 5

0
6 3 0 , 7 9 9
3 8 0 , 1 3 0
3 , 6 1 4 , 0 9 8

平成25年度
土庄町社会福祉協議会一般会計決算報告

ふ
れ
あ
い

　夏
ま
つ
り

大
部
地
区

車
い
す
体
験

）（

下り坂は逆向きに
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、
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中
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０
０
人
が
、
福
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の
体
験
学
習
を

行
い
ま
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。

　
車
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す
体
験
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金
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を
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２
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に
な
っ
て
乗
る
側
、
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す
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の
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の
体
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、
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な
坂
道
を
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す
に
乗

っ
た
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を
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が
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で
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を
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る
体
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も
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。
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思
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に
坂
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を
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る
の
に

力
が
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要
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た
こ
と
に
び
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し
た
。」
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時
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の

で
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落
ち
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う
に
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た
。
も
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と

ゆ
っ
く
り
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ほ
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っ
た
。」

な
ど
率
直
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
が
体
験
す
る
こ
と
で
、

体
の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
が
分
か

り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
学
習
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
７
月
９
日
と
11
日
土
庄
高
校
２
年

生
20
人
が
、
車
い
す
の
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
２
人
１
組
で
車
い
す
に
乗
り
、
福

祉
会
館
の
ス
ロ
ー
プ
を
逆
向
き
に
下

り
て
、
車
に
気
を
つ
け
な
が
ら
進
み

ま
す
。
途
中
の
段
差
や
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
（
溝
蓋
）
に
車
輪
が
は
ま
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
乗
っ
て

い
る
人
に
も
気
を
配
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

「
乗
っ
た
瞬
間
怖
か
っ
た
。」

「
介
助
者
を
信
じ
て
乗
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。」

な
ど
率
直
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
け
れ
ば
少
し
の
段
差
を
越
え

る
の
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
乗
っ
て
い
る

人
を
不
安
に
さ
せ
ま
す
。
車
い
す
に

乗
る
方
も
介
助
す
る
方
も
自
分
が
体

験
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち
が

よ
く
分
か
り
、
良
い
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
体
験
を
今
後
に
生
か
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
会
場
と
な
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
草
抜
き
を
子
ど
も
会
、
各
自

治
会
の
皆
さ
ん
約
１
３
０
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
７
月
26
日
、
夏
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
社
協
大
部
分

会
は
共
催
）。
焼
そ
ば
、
ヤ
キ
ト
リ
、

か
き
氷
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の

夜
店
も
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
場
者
は

昨
年
度
よ
り
多
い
６
２
０
名
で
し

た
。 土庄町社協はこんな事業をしていきます

（平成 26年度予算）
予算総額

サービス区分間繰入金
3,685 千円含む

法人運営
15,190千円

企画・広報
事業
182千円

心配ごと
相談事業
111千円

共同募金
配分金事業
1,382千円

福祉サービス
利用援助事業
4,354千円

シルバー人材
センター事業
3,981千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

チャリティー
事業
831千円

ふれあい
サービス事業
1,799千円

福祉推進
支援事業
1,129千円

ボランティア
活動事業
262千円

29,371千円

一　般　会　計
（単位：円）

会計単位及び経理区分名 収入決算額 支出決算額 次期繰越額
法　人　運　営
企画・広報事業
心配ごと相談事業
福祉推進支援事業
ボランティア活動事業
共同募金配分金事業
福祉サービス利用援助事業
シルバー人材センター事業
生活福祉資金貸付事業
チャリティー事業
ふれあいサービス事業
一　般　会　計

15 , 4 0 5 , 8 9 7
2 3 7 , 1 9 4
1 1 0 , 9 8 5
7 2 9 , 8 0 2
5 2 2 , 5 8 8
1 , 2 2 6 , 1 4 8
4 , 1 6 7 , 5 3 9
3 , 9 1 6 , 0 4 6
1 5 2 , 1 6 0
9 0 2 , 9 4 4
2 , 2 6 7 , 0 1 5
2 9 , 6 3 8 , 3 1 8

1 4 , 2 6 6 , 8 2 4
2 1 5 , 1 4 8
6 5 , 0 4 0
3 9 5 , 2 0 7
3 6 0 , 8 6 0
1 , 2 2 6 , 1 4 8
3 , 7 1 9 , 9 8 2
3 , 4 6 3 , 8 2 1
1 5 2 , 1 6 0
2 7 2 , 1 4 5
1 , 8 8 6 , 8 8 5
2 6 , 0 2 4 , 2 2 0

1 , 1 3 9 , 0 7 3
2 2 , 0 4 6
4 5 , 9 4 5
3 3 4 , 5 9 5
1 6 1 , 7 2 8

0
4 4 7 , 5 5 7
4 5 2 , 2 2 5

0
6 3 0 , 7 9 9
3 8 0 , 1 3 0
3 , 6 1 4 , 0 9 8

平成25年度
土庄町社会福祉協議会一般会計決算報告

ふ
れ
あ
い

　夏
ま
つ
り

大
部
地
区

車
い
す
体
験

）（

下り坂は逆向きに
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

土庄分会（大木戸）

土庄分会（鹿島）

渕崎分会

大鐸分会

北浦分会

四海分会

豊島分会

大部分会

土庄町老人クラブ連合会

土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

土庄保育園

土庄町民生委員児童委員協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

100,000

100,000

75,000

66,750

104,850

127,500

62,925

32,762

70,000

30,000

25,000

100,000

100,000

50,000

370,000

300,000

200,000

126,000

119,023

217,425

2,377,235

液晶テレビ

奉納子ども相撲大会

トランシーバー１対

冷蔵庫

冷蔵庫・座卓
伊喜末集落多目的共同
利用施設利用備品
甲生自治会集会所
障子張替・掃除機

電気魔法瓶・スリッパたて
ステップスクライザー

老人福祉大会開催事業

広報紙「友愛」35号の発行事業

会報の発行・送付

エコキュート設置事業

研修会旅費等

福祉のまちづくり事業

福祉だより発行事業

老人給食サービス事業

米寿該当者記念品贈呈事業

しめ飾り・門松全戸配布事業

テント設置事業
ボランティアセンター
設置訓練事業

団　　体　　名

合　　　　計

使　途　内　容 配　分　金

平成25年度共同募金（26年度使途分）報告
赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました

昨年10月より皆様よりお寄せいただきました寄付金は下記のとおり助成します。（単位 円）

配　　布　　先 配 分 金 配　　布　　先

合　　　　　　　　　　計

配 分 金

土 庄 町 婦 人 会

土 庄 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

土庄町食生活改善推進協議会

土 庄 町 身 体 障 害 者 福 祉 会

小 豆 郡 手 を つ な ぐ 育 成 会

小豆更生保護女性会土庄支部

土庄町民生委員児童委員協議会

10,000

30,000

10,430

30,000

6,000

33,000

6,825

小豆島マインド

たんぽぽ朗読会

ふれあいてんてん

ひ　か　り

ふれあいオリーブ

ボランティアグループ　コスモス

土 庄 町 社 会 福 祉 協 議 会

10,000

12,000

10,000

39,642

10,000

10,500

9,300

227,697

平成 25年度 福祉チャリティーバザーにご協力いただきあり
がとうございました。福祉チャリティーバザー
の収益金を下記のとおり配分しました。福祉チャリティーバザー収益金配分報告

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
26
年
２
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

　
香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ
た

た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
、
受
付
順
）

十
万
円

髙
橋
正
博

赤
穂
屋

三
万
円

濱
田
真
司

小
　
部

五
万
円

森
田
浩
充

北
　
山

五
万
円

平
井
義
章

北
　
山

五
万
円

堂
山
壽
一

吉
ヶ
浦

三
万
円

塩
見
育
久

西
本
町

三
万
円

島
原
正
喜

天
　
神

五
二
、二
五
〇
円

フ
ジ
モ
ト
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

小
豆
島
町

町
社
協
に
対
す
る
も
の

三
万
円

植
田
浩
三

鹿
　
島

三
万
円

笠
井
　
仁
本
町
二
丁
目

三
万
円

濱
中
常
博

天
　
神

三
万
円

奥
村
正
剛

大
木
戸

五
万
円

紙
本
克
典
本
町
一
丁
目

三
万
円

原
田
笑
子
本
町
二
丁
目

三
万
円

阿
治
文
子

小
　
海

三
万
円

橋
本
邦
博

小
　
海

北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円

髙
橋
恵
三

唐
櫃
岡

三
万
円

三
好
正
文

唐
櫃
岡

豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

一
万
円

杦
本
昭
一

小
　
部

三
万
円

濱
田
真
司

小
　
部

五
万
円

中
村
良
弘

灘
　
山

三
万
円

山
本
龍
志

小
　
部

二
万
円

長
船
信
子

川
西
由
紀
子

向
　
町

大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

十
万
円

髙
橋
正
博

赤
穂
屋

三
万
円

洲
崎
純
一

渕
　
崎

渕
崎
分
会
に
対
す
る
も
の

二
万
円

須
藤
菊
正

小
　
江

三
万
円

山
本
昭
雄

伊
喜
末

三
万
円

後
藤
孝
司

長
　
浜

三
万
円

穴
山
豊
和

小
　
江

五
万
円

中
上
孝
郎

長
　
浜

三
万
円

山
口
義
和

小
　
江

二
万
円

橋
井
正
和

伊
喜
末

三
万
円

山
崎
一
成

長
　
浜

三
万
円

笠
松
も
と
江

小
　
江

一
万
円

明
田
美
恵
子

小
　
江

五
万
円

今
井
ナ
ル
ミ

長
　
浜

四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円

三
枝
鈴
子

鹿
　
島

三
万
円

岡
上
佳
樹

長
　
浜

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（単位：円）

テント

老人給食サービス

「友愛」35号

　
最
近
、
急
激
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
（
脱
法
ド

ラ
ッ
グ
）」
に
よ
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸

引
後
車
を
運
転
中
に
気
を
失
い
、
事

故
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
覚
せ
い
剤
や

大
麻
と
同
様
に
幻
覚
な
ど
の
作
用
が

あ
る
化
学
物
質
を
添
加
し
た
薬
物

で
、
薬
事
法
で
規
制
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
含
め
た
総
称
で
、
警
察
庁
は

「
覚
せ
い
剤
な
ど
、
ほ
か
の
違
法
薬

物
に
比
べ
て
、
安
価
で
、
店
舗
で
も

簡
単
に
購
入
で
き
る
の
が
要
因
だ
」

と
し
て
い
る
。

　
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
年
齢

の
使
用
者
が
７
割
を
し
め
て
お
り
、

６
月
に
東
京
、
池
袋
で
吸
引
後
に
男

が
運
転
し
て
暴
走
し
、
死
亡
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
。
今
年
に
な
っ
て
危

険
ド
ラ
ッ
グ
に
絡
ん
だ
事
件
、
事
故

が
昨
年
の
２
・
５
倍
に
急
増
し
て
い

る
と
新
聞
に
書
か
れ
て
い
た
。

　
何
故
‼
　
い
た
ま
し
い
事
故
は
増

え
る
の
か
？

　
残
念
で
な
ら
な
い
。
１
日
で
も
早

く
安
心
・
安
全
な
世
の
中
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 森

川
　
卓

編
集
後
記
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

土庄分会（大木戸）

土庄分会（鹿島）

渕崎分会

大鐸分会

北浦分会

四海分会

豊島分会

大部分会

土庄町老人クラブ連合会

土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

土庄保育園

土庄町民生委員児童委員協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

100,000

100,000

75,000

66,750

104,850

127,500

62,925

32,762

70,000

30,000

25,000

100,000

100,000

50,000

370,000

300,000

200,000

126,000

119,023

217,425

2,377,235

液晶テレビ

奉納子ども相撲大会

トランシーバー１対

冷蔵庫

冷蔵庫・座卓
伊喜末集落多目的共同
利用施設利用備品
甲生自治会集会所
障子張替・掃除機

電気魔法瓶・スリッパたて
ステップスクライザー

老人福祉大会開催事業

広報紙「友愛」35号の発行事業

会報の発行・送付

エコキュート設置事業

研修会旅費等

福祉のまちづくり事業

福祉だより発行事業

老人給食サービス事業

米寿該当者記念品贈呈事業

しめ飾り・門松全戸配布事業

テント設置事業
ボランティアセンター
設置訓練事業

団　　体　　名

合　　　　計

使　途　内　容 配　分　金

平成25年度共同募金（26年度使途分）報告
赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました

昨年10月より皆様よりお寄せいただきました寄付金は下記のとおり助成します。（単位 円）

配　　布　　先 配 分 金 配　　布　　先

合　　　　　　　　　　計

配 分 金

土 庄 町 婦 人 会

土 庄 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

土庄町食生活改善推進協議会

土 庄 町 身 体 障 害 者 福 祉 会

小 豆 郡 手 を つ な ぐ 育 成 会

小豆更生保護女性会土庄支部

土庄町民生委員児童委員協議会

10,000

30,000

10,430

30,000

6,000

33,000

6,825

小豆島マインド

たんぽぽ朗読会

ふれあいてんてん

ひ　か　り

ふれあいオリーブ

ボランティアグループ　コスモス

土 庄 町 社 会 福 祉 協 議 会

10,000

12,000

10,000

39,642

10,000

10,500

9,300

227,697

平成 25年度 福祉チャリティーバザーにご協力いただきあり
がとうございました。福祉チャリティーバザー
の収益金を下記のとおり配分しました。福祉チャリティーバザー収益金配分報告

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
26
年
２
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

　
香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ
た

た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
、
受
付
順
）

十
万
円

髙
橋
正
博

赤
穂
屋

三
万
円

濱
田
真
司

小
　
部

五
万
円

森
田
浩
充

北
　
山

五
万
円

平
井
義
章

北
　
山

五
万
円

堂
山
壽
一

吉
ヶ
浦

三
万
円

塩
見
育
久

西
本
町

三
万
円

島
原
正
喜

天
　
神

五
二
、二
五
〇
円

フ
ジ
モ
ト
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

小
豆
島
町

町
社
協
に
対
す
る
も
の

三
万
円

植
田
浩
三

鹿
　
島

三
万
円

笠
井
　
仁
本
町
二
丁
目

三
万
円

濱
中
常
博

天
　
神

三
万
円

奥
村
正
剛

大
木
戸

五
万
円

紙
本
克
典
本
町
一
丁
目

三
万
円

原
田
笑
子
本
町
二
丁
目

三
万
円

阿
治
文
子

小
　
海

三
万
円

橋
本
邦
博

小
　
海

北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円

髙
橋
恵
三

唐
櫃
岡

三
万
円

三
好
正
文

唐
櫃
岡

豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

一
万
円

杦
本
昭
一

小
　
部

三
万
円

濱
田
真
司

小
　
部

五
万
円

中
村
良
弘

灘
　
山

三
万
円

山
本
龍
志

小
　
部

二
万
円

長
船
信
子

川
西
由
紀
子

向
　
町

大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

十
万
円

髙
橋
正
博

赤
穂
屋

三
万
円

洲
崎
純
一

渕
　
崎

渕
崎
分
会
に
対
す
る
も
の

二
万
円

須
藤
菊
正

小
　
江

三
万
円

山
本
昭
雄

伊
喜
末

三
万
円

後
藤
孝
司

長
　
浜

三
万
円

穴
山
豊
和

小
　
江

五
万
円

中
上
孝
郎

長
　
浜

三
万
円

山
口
義
和

小
　
江

二
万
円

橋
井
正
和

伊
喜
末

三
万
円

山
崎
一
成

長
　
浜

三
万
円

笠
松
も
と
江

小
　
江

一
万
円

明
田
美
恵
子

小
　
江

五
万
円

今
井
ナ
ル
ミ

長
　
浜

四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円

三
枝
鈴
子

鹿
　
島

三
万
円

岡
上
佳
樹

長
　
浜

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（単位：円）

テント

老人給食サービス

「友愛」35号

　
最
近
、
急
激
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
（
脱
法
ド

ラ
ッ
グ
）」
に
よ
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸

引
後
車
を
運
転
中
に
気
を
失
い
、
事

故
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
覚
せ
い
剤
や

大
麻
と
同
様
に
幻
覚
な
ど
の
作
用
が

あ
る
化
学
物
質
を
添
加
し
た
薬
物

で
、
薬
事
法
で
規
制
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
含
め
た
総
称
で
、
警
察
庁
は

「
覚
せ
い
剤
な
ど
、
ほ
か
の
違
法
薬

物
に
比
べ
て
、
安
価
で
、
店
舗
で
も

簡
単
に
購
入
で
き
る
の
が
要
因
だ
」

と
し
て
い
る
。

　
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
年
齢

の
使
用
者
が
７
割
を
し
め
て
お
り
、

６
月
に
東
京
、
池
袋
で
吸
引
後
に
男

が
運
転
し
て
暴
走
し
、
死
亡
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
。
今
年
に
な
っ
て
危

険
ド
ラ
ッ
グ
に
絡
ん
だ
事
件
、
事
故

が
昨
年
の
２
・
５
倍
に
急
増
し
て
い

る
と
新
聞
に
書
か
れ
て
い
た
。

　
何
故
‼
　
い
た
ま
し
い
事
故
は
増

え
る
の
か
？

　
残
念
で
な
ら
な
い
。
１
日
で
も
早

く
安
心
・
安
全
な
世
の
中
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 森

川
　
卓

編
集
後
記



土庄町社協だより

26.９.１

第 号73 に じ
社会福祉法人

小豆郡土庄町甲 611ー1

社協土庄分会での定例会

土庄町社協だより「にじ」の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。

TEL（0879）62ー2700
FAX（0879）62ー5412

土庄町社会福祉協議会

主な内容

連携と協働による地域福祉
就任あいさつ

2 大部地区ふれあい夏まつり
車いす体験

5

共同募金報告
チャリティーバザー配分

6

あたたかい善意一覧 7

えびすサロン活動 8

日常生活自立支援事業
小豆島ライオンズクラブ
役員紹介

3

予算・決算 4

賛助会員加入のお願い
本年も社会福祉協議会の主旨に
ご賛同賜り、社会福祉の充実を
願って、賛助会員の募集をいた
しております。民間社会福祉事
業をご理解いただきまして、お
互いの幸せのためにお力添えを
賜りたいと思います。

　小さな集会所に和気あいあいと笑顔と話し声が響きます。小海のえびすサロンは、小海恵比
須講（となり組の名称）にお住まいで 60 歳以上であれば誰が来られても構いません。現在は
女性ばかりで14名、下が61歳、上が88歳。男性も大歓迎です。
　えびすサロンは平成 26 年２月に始めました。まだ始まって半年足らずですが、毎回がお楽
しみ。よもぎ団子やかしわ餅を作ったり、お寿司を持ってお花見に行ったり、DVD 鑑賞や歌
を歌ったりもします。お世話係は当番制で、会場の鍵を開けて、お茶を沸かすなどの準備をし
ます。この日はみんなでかしわ餅を作って食べました。かしわ餅だけでも十分なおやつですが、
チーズケーキや冷たいムース、ところてんなども持ち寄って、どれから食べようか迷うほど。
これもすべて手作りだというから驚きです。みんなで他愛もない話をしながらのおやつタイム
は何よりの楽しみです。
　『同じ処に住み、毎日顔を合わせる仲間で楽しいグループをつくり「希望」を共有して明日
からの余生の生きがいとしたい。』をテーマに毎回楽しんでいます。

毎月20日　13:30～15:30　小海恵比須講（北浦児童館前　小海集会所）　１月 200円

　毎月15日、土庄分会では定例会を開催しています。
６月は小豆警察署生活安全課による『振り込め詐欺防
止啓発の寸劇』　本物の役者さんかと思うくらいの演
技で、おもしろおかしく、振り込め詐欺の手口を教え
てくれました。定例会には、自治会長、民生委員など、
分会の役員が参加します。定例会で学んだことを地域
の皆様にもお伝えして、地域のみんなで支え合える土
庄地区にしていけたらと思います。

表紙の紹介こんな手口に気をつけてこんな手口に気をつけて

えびすサロン


